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（資料２－１）　

　



		令和４年度改善意見（令和４年７月１４日）

		実施状況（中間報告）（令和４年１０月２４日）

		実施状況（最終報告）



		（１）鉄道助成業務でのITの活用による効率化の一層の推進


　鉄道助成業務においては、遂行方法の効率化を図り、より効率的な補助金の審査業務を推進するため、近年のデジタル機器の普及に伴いこれを可能な限り活用すべく、補助金の審査業務（事後審査等）でも対面方式を前提としつつも、WEB方式を併用するハイブリッド型をより一層活用されたい。その際、業務遂行方法に関する新たな技術開発については、効果を見極めたうえで鋭意対応されたい。

（２）「補助金審査の主な着眼点」の周知

徹底


　令和２年度に行われた「補助金審査の主な着眼点」の周知は、補助事業者への注意喚起をもたらし、補助金の適正使用の面等での効果が期待されることから、これを適宜更新し、周知徹底を行われたい。


（３）鉄道助成業務でのデジタル化の可能性の検討


　デジタル化の追求は時代の社会的要請でもあり、鉄道助成業務での導入の可能性も問われうるため、補助金審査業務へのＩＴの活用も含めてその可能性を検討されたい。



		○　鉄道施設総合安全対策事業費補助（踏切保安設備整備）のように簡易で標準化されたような事業（工事）であって、かつ補助金審査（現地審査）が集中し始める１２月頃までに工事契約がなされたものを対象に、ＷＥＢ会議システムを活用することによって補助金審査（現地審査）の前に補助事業者から工事概要等の説明を受け、現地で確認すべき事項を予め整理（問題点の把握等）することにより、補助金審査の効率的かつ効果的な実施します（補助金審査のハイブリッド化を進めます。）。


なお、今後もＩＴの動向に注視し、鉄道助成業務での効果を見極めたうえで鋭意対応いたします

○　令和３年度は、「補助金審査の主な着眼点」のさらなる周知徹底を図るため、補助金実務説明会において補助事業者の担当者に説明する時間を設けた。


　　また、内容については、今年度の補助金審査の結果等を踏まえ、必要な場合は見直しをする。


○　補助金審査において、現地審査前に確認するべき事項が生じたとき、現地審査後に継続して審議する事項が生じたとき等は、Ｗｅｂ会議システムの活用も含め最適な方法で実施することとした。


また、業務で使用しているパソコンが逐次モバイルパソコンに置き換わることから、補助金審査時に活用し、作業の効率化、業務上必要な情報の確認、職場等と写真・動画等による情報共有等の効率化等を図ることとする。

さらに、補助金審査以外の業務においても、補助事業者等との打合せ・協議、補助金実務説明会等において必要に応じＷｅｂ会議システムを活用する。

		○　鉄道施設総合安全対策事業費補助（踏切保安設備整備）のように簡易で標準化されたような事業（工事）であって、かつ補助金審査（現地審査）が集中し始める１２月頃までに工事契約がなされたものを対象に、ＷＥＢ会議システムを活用することによって補助金審査（現地審査）の前に補助事業者から工事概要等の説明を受け、現地で確認すべき事項を予め整理（問題点の把握等）することにより、補助金審査を効率的かつ効果的に実施した（補助金審査のハイブリッド化）。

　　今年度は他事業への拡大に向け、補助事業者と調整を進めていく。

なお、今後もＩＴの動向に注視し、鉄道助成業務での効果を見極めたうえで鋭意対応いたします
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